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　1．はじめに

　木質系耐力壁パネルのせん断性能試験は通常，単体

パネルについて行われるが，これを平面的に単純に連

続させて連結壁体パネルを構成した場合に，全体的に

どのようなせん断性状を示すかを単体試験の結果と比

較させながら実験的に検討してみた。この研究の概略

については，既に第5回日本木材学会北海道支部会員

研究発表大会（昭和48年11月）において発表し，初期

剛性及び許容耐力等を中心に報告したが1），本報では

その続報としてパネルの変形状態を中心として報告す

る。

　2．試験体

　パネルの枠材にはトドマツ材を用い，桟木の構成及

びその断面寸法は第1図に示すとおりである。縦框の

外側には横架材との接合用の軸ボルト（13φ）を通す

ための24φの半円状の溝をくり抜いてある。表面材は

一面に6mmラワン合板（単仮構成1．5＋3．0＋1．5

mm）をユリア樹脂接着剤を使ってホットプレスによ

り圧締接着し，他面に12mmエゾマツ挽板（幅9～

10cm）をパネルの幅方向に3cm間隔でN24の普通

鉄丸くぎで打ち付けた。パネルのみかけの寸法は高さ

255cm，幅90cm，厚さ10cmであり，これを連結壁体

パネルを構成する単位パネルとした。

　3．試験の方法

　3．1単体でのせん断剛性試験

　出来上った単位ぺネルのすべてについて連結パネル

に組立てる前に，あらかじめせん断剛性試験を行っ

た。その方法は第1図に示すように，パネルの上下に

それぞれ10cm×10cmの角材を添えてパネルの両側で

軸ボルト（13φ）で締めてフィールドに水平に寝か

せ，土台部分をアンカーボルト（13φ）で剛な鋼製フ

レームに固定した。座金の寸法はすべて60×60×4．5

（mm）である。そのように固定された試験体の桁の

一方から油圧ジャッキによりプルービングリングを介

して水平荷重を加えた。変形の測定としては摺動抵抗

型変位計（最小読み1／100mm）を使って水平変位と

垂直変位を測定し，同時にパネル上に取付けた銅製ア

ングルとダイアルゲージを使ってパネル自体のせん

断変位を測定した。加力順序は，最初パネル高さの

1／200に至る荷重P200まで負荷してから除荷し，つぎ

に同じく1／100に至る荷重P100まで負荷してから除荷

して単体による剛性試験を終了させ，これらのP200及

びP100をもって各単位パネルの初期剛性とした。

　3．2　連結パネルの組立て

　単体試験による初期剛性の結果をもとに組合せを決

定した。種類としては第2図に示すように1枚単独（
第1図　単体パネルの構造（単位：mm）
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第2図　連　結　壁　体　パ　ネ　ル　の　種　類

呼称A），2枚連結（同B），3枚連結（同C），4

枚連結（同D）の4種類，各3体づつを試験した。A

については特に連結パネルではないが，これらに含め

て考える。それぞれに所定の長さの土台及び桁を取付

け，単体試験の場合と同様に軸ボルトで締め付けた。

パネル相互の接合には単位パネル1枚ごとの両端から

10cmの位置にN90の普通くぎを片側から1本打ち付

け，パネルと横架材とに対しても両端から15cmの位

置に同様のくぎを，パネル側からそれぞれ1本打ち付

け，パネル相互および横架材とを一体化させた。な

お，パネルと横架材とには20×20×20（mm）のダボ

が両端から10cmの位置にはめ込んである。

　3．3　連結パネルのせん断試験

　上記のように組立てた連結パネルについて、単体試

験の場合と同様に土台部分を銅製フレームにアンカー

ボルトで固定した。アンカーボルトの位置はAの場合

は第1図のとおりであり，Bの場合は両端の張り出し

部分の2カ所（間隔210cm），Cの場合には張り出し

部分と中央の3カ所（間隔150cm），Dの場合にはち

ょうど中央部分で相欠きで継ぎ手になっており，その

継ぎ手部分から一方へ25cm，他方へ20cmの位置と両

端の張り出し部分の計4カ所で，ボルト間隔は荷重点

側から165cm，45cm及び165cmである。加力順序とし

ては，最初パネル高さの1／300に至る荷重P300まで負

荷して除荷し，つぎにP200まで負荷して除荷し，つぎ

にP100まで負荷して除荷し，最後に最大荷重Pmaxま

で負荷して破壊させた。変形の測定についても単体試

験の場合と同様の方法であり，複数枚連結のパネルに

ついては両端での単位パネル上に取付けた鋼製アング

ルを使ってパネル自体のせん断変位をダイヤルゲージ

で読み取った。

　　4．試験の結果と考察

　　4．1水平荷重と変位の関係

　各連結パネルについて水平荷重と水平変位との関係

　をグラフ化したが，ここでは紙面の都合上，各1体

　のみについての関係図を第3～6図に示した。これ

らの図をみてみると，連結パネル数による荷重～変位

図に大きな違いは見られず，単体パネル(A)よりも複

数枚連結したパネルの方が荷重に対する変形量が小さ
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第6図　水平荷重～変位線図（D－2）

い。すなわち、単体の状態よりも連結された状態の方

がせん断に対する剛性が大きいことになる。その理由

としては連結パネルが単位パネル相互でくぎ打ち接合

されていること等による相互抑制効果や，全体の壁長

が長くなることによる回転角の減少等が考えられる。

そうであるならば，壁長が長くなるほど剛性が大きく

なるはずであるが，B，C，DのうちDが一番壁長が

長いことから最大の剛性を示すはずであるが，Bおよ

びCよりも低くなっている。その原因としては前述の

ように，土台を中央で相欠きで継いでいることによる

土台の曲げに対する剛性低下により，このような傾向

を示すものと思われる。荷重～変位曲線の直線性をみ

てみると，P200まで負荷した時の荷重～変位のグラフ

はほほ直線とみることができ，P100まで負荷した時に

はP200をわずかに過ぎたあたりで直線性を失なってい

る。しかし，P100まで負荷して零に戻し、つぎに破壊

に至るまで負荷した時の曲線のP100

付近まではかなりよい直線性を示し

ており，何回かの繰り返し荷重で土

台等を含めた全体的なおさまりがよ

くなって，そのような傾向を示すの

であろう。残留変位についてはP200

まで負荷した時には1×10－3rad．以

内におさまっており，AからDまで

ほぼ同じような残留変位を示してい

る。

　4．2　連結パネル両端でのせん断

カの分布

　連結パネルを構成する単位パネルの上に取付けた鋼

製アングルとダイアルゲージを使用して，パネル自体

のせん断変位を測定した。銅製アングルを2台しか用

意できなかったため，連結パネルCおよびDについて

はそれぞれの両端の単位パネルについて求めた。この

方法によるせん断変形の測定については，以前の著者

らの実験2）によって有効であることを確認しているの

で，連結した状態での単位パネルが分担しているせん

断力を，せん断変形から計算して求めてみた。第1表

にBについての各単位パネル自体のせん断変位から計

算したせん断力と実験値とを比較して示した。ここ

で，基礎数値としては前述の単位パネルの剛性試験で

求めた全単位パネルの平均値0．36×10－5rad．/kgを使

用した。せん断変位の分布は荷重点側の方がやや多

く，したがってそれから逆算したせん断力も荷重点側

の方が多く負担していることになる。全体のせん断力

を100とした場合に，荷重点側の単位パネルが平均値

で56％を負担していることになる。また，水平荷重の

実験値とそれらの分担力の和との比は平均値で0．94で

あり，パネル自体のせん断変位から構成単位パネルの

負担しているせん断力を求めることは有効であるとい

えよう。つぎに，CおよびDも含めて，両端の単位パ

ネルにおいてどれほどの負担カの違いがあるかを示し

たのが第2表であり，1／100変形時について示した。

全般的に荷重点側の単位パネルのせん断力の方が大き

第1表　連結パネル（B）を構成する単位パネルの分担力
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第7図　水平荷重～垂直変位図（B－2）
く，両端の和を100とした場合に荷重点側が60％近い

負担をしていることになる。理想的には、各単位パネ

ルは均等にせん断力を分担するはずであるが，パネル

の品質，荷重方法，相互の接合方法等の微妙な差によ

って，実際にはこのように必らずしも均等でない耐力

分担をしているものと考えられる。

　4．3　単位パネル相互の滑り量（回転角）について

　各連結パネルを構成する単位パネル相互の滑り量を

第3表　P100におけるパネル相互の滑り量

第3表に示した。測定箇所はBが1カ所、Cは2カ

所，Dは3カ所で，荷重点側から順に①②③と示し

た。この滑り量を回転角に換算したものと荷重との関

係を1例だけグラフにして示すと第7図のようにな

る。これと第4図とを比較してみるとよくわかるが，

変形曲線が非常によく似ている。パネル自体の水平変

位が非常によい直線性を示していたことと考え合わせ

ると，パネルの水平変位の約半分は単位パネルの回転

によって決定されているといえよう。単体であるAに

ついて，浮き上り量から直接求めた回転角は1／100変

形時で，平均6．5×10－3rad．であったことと比較する

と，連結させたことによって回転がかなりおさえられ

ていることになる。

　5．むすび

　単体から単純に最大4連まで連結させた壁体パネル

のせん断性能，特に変形状態について述べてきたが，

要約するとつぎのようになる

  1）水平荷重～変位線図は連結パネル数による大き

　　な違いはみられず，荷重に対する変位量は単体パ

　　ネルよりも複数枚連結したパネルの方が小さくな

　　る傾向を示した。

　2）連結パネル両端でのパネル自体のせん断変形か

　　ら求めたせん断力の分担は，全般的に荷重点側の

　　単位パネルの方が大きく，両端の和を100とした

　　場合に荷重点側が60％近い負担を示した。

　3）連結パネルの個々の単位パネルの回転角は単体

　　による回転よりも小さく，このことが剛性向上に

　　大きく影響しているものと考えられる。
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第 2 表 連結パネル両端の単位パネルの分担力


